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道　標

ッ
ク
で
は
ロ
ー
マ
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
３
大
巡
礼

地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に

も
ル
ル
ド
や
フ
ァ
チ
マ
な
ど
マ

リ
ア
さ
ま
の
ご
出
現
の
聖
地
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
聖
地

に
日
常
的
な
空
間
を
一
時
的
に

離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
に

霊
的
な
も
の
を
再
発
見
で
き
ま

す
。
 

と
こ
ろ
で
、
聖
年
の
大
勅
書

は
、
そ
の
よ
う
な
遠
く
に
行
か

な
く
て
も
聖
年
の
恵
み
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
教
区
に

巡
礼
指
定
教
会
を
設
け
る
よ
う

指
示
し
て
い
ま
す
。
 

鹿
児
島
教
区
で
は
①
鹿
児
島

カ
テ
ド
ラ
ル
・

ザ
ビ
エ
ル
教

会
、
②
名
瀬
聖

心
教
会
、
③
徳

之
島
母
間
教
会

の
３
か
所
を
巡

礼
教
会
に
指
定

し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
鹿

児
島
教
区
行
事

と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
①
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

記
念
ミ
サ
、
②
川
内
殉
教
祭
ミ

サ
、
③
シ
ド
ッ
チ
祭
ミ
サ
に
与

か
る
な
ら
、
聖
年
の
お
恵
み
が

頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

右
記
の
巡
礼
は
個
人
で
行
う

こ
と
も
可
能
で
す
が
、
教
会
共

同
体
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を

奨
励
し
ま
す
。
各
小
教
区
は

「
い
つ
」
「
ど
こ
に
」
巡
礼
す

る
か
を
検
討
し
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
地
上
を
旅
す
る
神

の
民
の
性
格
を
体
験
で
き
、
信

仰
共
同
体
と
し
て
成
長
で
き
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。
 

二
つ
目
は
、
聖
年
に
つ
い
て

の
神
の
意
図
を
知
る
こ
と
で

す
。
 

そ
れ
は
、
レ
ビ
記
25
章
「
安

息
年
と
ヨ
ベ
ル
の
年
」
を
精
読

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
り
ま

す
。
 

レ
ビ
記
は
、
神
か
ら
授
け
ら

れ
た
モ
ー
ゼ
の
律
法
の
内
容
を

具
体
的
に
実
践
す
る
祭
司
族
が

ま
と
め
た
、
い
わ
ば
「
規
律
の

書
」
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
そ
の
社
会

生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
神
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

具
体
的
に
お
話
し
し
ま
す
。
 

神
の
十
戒
の
第
３
戒
に
「
安

息
日
を
聖
と
せ
よ
」
と
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
、
天

地
創
造
の
神
は
６
日
間
働
い

て
、
７
日
目
に
休
ま
れ
た
か

ら
、
人
間
は
こ
の
７
日
目
を
安

息
日
と
定
め
て
、
仕
事
を
休
む

よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
の
１
日
を
年
に

置
き
換
え
る
と
、
６
年
間
は
働

き
、
７
年
目
は
休
む
よ
う
に
、

と
い
う
規
定
で
す
。
た
だ
、
こ

の
７
年
目
の
安
息
年
は
、
人
間

の
労
働
は
禁
止
さ
れ
る
の
で
当

然
、
耕
作
し
て
い
た
田
畑
も
休

教
区
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
皆
さ
ま
の
お
祈

り
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
教
区

と
し
て
、
着
実
な
歩
み
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
聖

年
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に

二
つ
の
事
を
お
話
し
し
ま
す
。
 

一
つ
目
は
、
「
巡
礼
」
の
奨

励
で
す
。
 

巡
礼
と
は
一
般
に
、
「
日
常

的
な
空
間
を
一
時
的
に
離
れ
て

宗
教
の
聖
地
や
聖
域
に
参
詣

し
、
聖
な
る
も
の
に
、
よ
り
接

近
し
よ
う
と
す
る
宗
教
行
動
」

（
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
巡
礼
」
参

照
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

巡
礼
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に

よ
る
メ
ッ
カ
や
メ
デ
ィ
ナ
巡
礼

や
、
仏
教
徒
に
よ
る
四
国
の
お

遍
路
等
が
有
名
で
す
。
カ
ト
リ

ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
休
作
で
す
。
こ
れ
を
７
回

繰
り
返
す
と
、
49
年
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
次
の
50
年
目
が

「
ヨ
ベ
ル
の
年
」
と
呼
ば
れ
、

ま
た
休
み
の
年
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
ヨ
ベ
ル
の
年
に
は
、
２

年
続
け
て
、
労
働
は
「
な
し
」

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
て
き

た
も
の
と
神
が
自
然
を
通
し
て

恵
ま
れ
る
も
の
で
暮
ら
し
ま

す
。
 

ま
た
、
「
こ
の
49
年
間
の
う

ち
に
生
活
の
困
窮
の
た
め
、
売

却
し
た
人
や
土
地
や
財
産
な
ど

が
自
分
に
戻
っ
て
く
る
」
と
い

う
特
権
を
得
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
社
会
生
活
上
の
決
め
事
な
ど

は
、
同
胞
や
滞
在
者
や
寄
留

者
、
さ
ら
に
異
邦
人
間
で
の
取

り
決
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
異
な
っ
た
種
族
の
人
々

の
関
係
が
、
争
い
も
な
く
整
理

さ
れ
、
初
期
の
正
常
な
状
態
に

戻
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
は
現
在
、
自
由

と
民
主
主
義
が
人
類
を
幸
せ
に

す
る
最
高
の
価
値
観
と
し
て
教

え
ら
れ
、
そ
の
実
り
を
享
受
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
上
で

は
、
相
変
わ
ら
ず
戦
争
が
勃
発

し
貧
困
に
あ
え
ぐ
人
々
が
存
在

し
ま
す
。
 

戦
争
と
移
民
問
題
は
、
21
世

紀
の
最
大
の
課
題
で
す
。
天
地

創
造
の
神
を
信
じ
て
受
け
入
れ

て
い
る
わ
た
し
た
ち
は
、
神
の

意
思
の
表
れ
で
あ
る
神
の
十
戒

に
も
う
一
度
立
ち
返
り
、
民
主

主
義
を
叫
ぶ
前
に
、
神
の
意
思

を
求
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
生
き

る
術
を
社
会
生
活
の
中
で
実
践

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

    教
区
長
                        中
野
裕
明
 

    名
誉
司
教
                     郡
山
健
次
郎
 

    総
代
理
                        泉
　
浩
二
 

    法
務
代
理
・
事
務
局
長
      霧
島
　
彬
 

鹿
児
島
地
区
 

末
吉
卓
也
神
父
（
姶
良
教
会
）
、
朴
鎭
亮
神
父
（
指
宿
教

会
）
、
鄭
法
鍾
神
父
（
加
世
田
教
会
）
、
李
秉
德
（
鴨
池

教
会
）
、
小
隈
憲
士
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
盛
　
克
志
、

福
崎
英
雄
（
谷
山
教
会
）
、
鈴
木
康
由
（
種
子
島
教

会
）
、
泉
　
浩
二
（
玉
里
教
会
）
、
ジ
ュ
オ
ン
・
ヴ
ァ

ン
・
ド
ォ
ク
（
溝
辺
教
会
）
、
貴
島
丈
弥
（
紫
原
教

会
）
、
フ
ァ
ン
・
ミ
ン
・
ア
ン
（
吉
野
教
会
）
 

 大
隅
地
区
 

グ
エ
ン
・
ホ
グ
・
タ
ム
（
鹿
屋
教
会
）
、
サ
ン
タ
マ

リ
ア
・
ジ
ュ
セ
ッ
ペ
（
国
分
教
会
）
、
オ
ロ
ー
フ

ォ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
（
志
布
志
教
会
）
、
霧
島
　

彬
（
垂
水
教
会
）
 

 北
薩
地
区
 

宋
診
旭
（
阿
久
根
・
出
水
教
会
）
、
福
崎
英
雄
（
入

来
教
会
）
、
橋
口
啓
悟
（
大
口
教
会
）
、
メ
ニ
ッ

ヒ
・
テ
ヨ
ド
ル
（
川
内
教
会
）
 

 奄
美
大
島
地
区
 

内
野
洋
平
（
大
笠
利
教
会
）
、
申
賢
圭
 （
瀬
留
教
会
）
、

郡
山
健
次
郎
（
大
熊
教
会
）
、
 朴
昶
奎
（
小
宿
教
会
）
、

栃
尾
泰
英
（
名
瀬
聖
心
教
会
）
、
松
永
正
男
、
山
浦
義

春
、
久
保
芳
一
（
古
田
町
・
古
仁
屋
教
会
）
 

 徳
之
島
地
区
 

ウ
ォ
ラ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ド
ン
・
ボ
ス
コ
、
石
田
　

望
（
母
間
・
和
泊
教
会
）
 

 そ
の
他
 

小
川
靖
忠
（
善
き
牧
者
学
園
）
、
山
口
好
信
（
出
向
）
、

田
原
　
章
、
永
山
幸
弘
、
寝
占
敦
之
（
静
養
）
 

 終
身
助
祭
団
　
 

川
口
　
茂
（
加
世
田
教
会
）
、
桃
薗
淳
一
郎
（
鴨
池

教
会
）
、
石
神
秀
人
（
阿
久
根
教
会
）
、
小
島
芳
武

（
川
内
教
会
）
、
池
上
利
男
（
母
間
教
会
）

2025年　聖年の恵みを味わいましょう

鹿
児
島
教
区
の
聖
職
者
（
敬
称
略
）

「
２
０
２
５
年
 聖
年
」
を
 

有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
 

　
　
　
　
　
鹿
児
島
教
区
司
教
　
中

野

裕

明

年頭教書
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日
本
宣
教
の
守
護
者
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
司
祭
の

祝
日
に
あ
た
る
12
月
３
日

（
火
）
、
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で
同

聖
人
を
霊
名
に
頂
く
中
野
裕
明

司
教
の
霊
名
を
祝
う
と
と
も
に

「
聖
人
の
宣
教
に
か
け
る
熱
い

思
い
」
を
学
ぶ
ミ
サ
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
。
 

ま
た
こ
の
ミ
サ
に
は
午
後
か

ら
の
全
司
祭
集
会
（
コ
ン
ベ
ン

ツ
ス
）
に
多
く
の
聖
職
者
が
集

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
６
月
20
日

に
帰
天
し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
重
久
知
司
終
身
助
祭
（
母
間

教
会
）
を
教
区
と
し
て
追
悼
す

る
ミ
サ
と
も
な
っ
た
。
 

午
前
10
時
30
分
か

ら
始
め
ら
れ
た
ミ
サ

で
は
、
教
区
各
地
か

ら
17
人
の
司
祭
と
３

人
の
助
祭
が
駆
け
つ

け
、
30
人
余
り
の
信

者
と
と
も
に
中
野
司

教
を
囲
ん
だ
。
 

マ
ル
コ
福
音
書
朗

読
後
の
説
教
で
ま
ず

重
久
助
祭
の
人
と
な

り
を
紹
介
し
た
中
野

司
教
は
、
「
洗
礼
を

受
け
て
神
の
似
姿

（
か
た
ど
り
）
と
な

っ
た
者
は
、
他
者
の

た
め
に
生
き
る
者
と

な
る
よ
う
に
洗
礼
の

恵
み
を
活
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
タ

レ
ン
ト
の
た
と
え
に
あ
る
頂
い

た
恵
み
を
土
の
中
に
埋
め
て
使

用
し
な
い
の
は
駄
目
な
こ
と
。

私
た
ち
は
頂
い
た
信
仰
を
、
そ

し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
発
展
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
 

ミ
サ
の
閉
祭
の
前
に
は
重
久

聖
人
の
宣
教
魂
を
学
び
、
重
久
助
祭
を
追
悼
 

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
司
祭
の
祝
日
に

「すべての人を一つにしてください」という
最後の晩さんでのイエスの祈りに耳を傾けるわ
たしたちはまた、折にふれて目に見える一致を
示すように求められています。それは、ともに
祈り、支え合うことによって、神がすべての人
の救いのためにイエスを遣わしたことを「世が
信じるため」です（ヨハネ17・21～23参照）。 
キリスト教諸教会の間で毎年１月18日から25
日に定められている一致祈禱週間は、このこと
を強く意識する機会となるでしょう。この一致
祈禱週間のために、教皇庁キリスト教一致推進
評議会と世界教会協議会は１９６８年以来、毎
年テーマを決め、「礼拝式文」と「８日間のた
めの聖書と祈り」を作成しています。日本では
カトリック中央協議会と日本キリスト教協議会
が共同で翻訳し、小冊子を発行しています。

助
祭
の
追
悼
式
が
あ
り
、
地
上

の
幕
屋
か
ら
永
遠
の
住
み
か
へ

と
旅
立
っ
た
重
久
助
祭
の
遺
影

に
司
教
に
よ
っ
て
聖
水
が
振
り

か
け
ら
れ
、
献
香
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
後
は
司
祭
団
全
員
で

「
サ
ル
ヴ
ェ
レ
ジ
ナ
」
を
歌
っ

て
、
重
久
助
祭
の
永
遠
の
安
息

を
祈
っ
た
。
 

こ
の
日
の
ミ
サ
に
は
、
徳
之

島
か
ら
信
徒
が
駆
け
つ
け
た
ほ

か
、
重
久
助
祭
の
長
男
・
豊
さ

ん
の
姿
も
あ
っ
た
。
 

豊
さ
ん
は
父
・
重
久
助
祭
に

キリスト教一致祈禱週間 
１月18~25日

12
月
３
日
（
火
）
、
ザ
ビ
エ

ル
教
会
主
聖
堂
と
教
区
本
部
２

階
会
議
室
を
会
場
に
コ
ン
ベ
ン

ツ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
鹿
児
島

教
区
の
司
教
、
教
区
・
修
道
会

司
祭
、
助
祭
が
集
い
、
参
加
者

は
現
地
参
加
22
人
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
５
人
の
合
計
27
人
だ
っ

た
。
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
の
共
同

司
式
ミ
サ
で
は
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日
に
あ
た

っ
て
中
野
司
教
の
霊
名
を
と
も

に
祝
う
と
と
も
に
今
年
の
６
月

20
日
に
徳
之
島
で
帰
天
し
た
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
重
久
知
司
終

身
助
祭
の
追
悼
も
行
っ
た
。
こ

の
ミ
サ
に
は
重
久
助
祭
の
ご
子

息
に
加
え
、
徳
之
島
の
信
者
数

人
も
参
列
し
、
司
祭
の
助
け
手

と
し
て
徳
之
島
の
宣
教
司
牧
の

た
め
に
尽
力
し
た
助
祭
の
死
を

悼
ん
だ
。
 

12
時
か
ら
の
昼
食
を
挟
ん
で

午
後
１
時
よ
り
、
教
区
本
部
事

務
局
長
の
霧
島
彬
神
父
の
司
会

で
教
区
本
部
２
階
会
議
室
に
て

コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
が
行
わ
れ
た
。
 

中
野
裕
明
司
教
の
招
き
に
よ

る
は
じ
め
の
祈
り
で
開
会
し
、

事
務
局
か
ら
の
報
告
・
連
絡
の

後
、
ま
ず
、
来
年
献
堂
50
周
年

を
迎
え
る
種
子
島
教
会
へ
の
献

金
に
対
す
る
返
礼
品
の
扱
い
に

つ
い
て
、
種
子
島
小
教
区
主
任

司
祭
の
鈴
木
康
由
神
父
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。
 

次
に
霧
島
神
父
よ
り
２
０
２

５
年
度
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
司

教
区
年
間
行
事
予
定
表
（
案
）

が
示
さ
れ
た
。
 

続
い
て
同
じ
く
霧
島
神
父
が

２
０
２
５
年
通
常
聖
年
「
希
望

の
巡
礼
者
」
に
関
連
し
て
、
①

教
区
レ
ベ
ル
の
聖
年
は
今
年
の

12
月
29
日
（
日
）
か
ら
来
年
の

12
月
28
日
（
日
）
ま
で
で
あ
る

こ
と
、
②
12
月
29
日
（
日
）
に

は
午
後
５
時
か
ら
ザ
ビ
エ
ル
教

会
で
開
幕
式
の
ミ
サ
が
行
わ
れ

る
こ
と
、
③
教
区
指
定
巡
礼
教

会
は
⑴
ザ
ビ
エ
ル
教
会
、
⑵
名

瀬
聖
心
教
会
、
⑶
母
間
教
会
で

あ
る
こ
と
、
④
聖
年
期
間
中
、

上
記
巡
礼
教
会
の
ほ
か
、
キ
リ

ス
ト
教
伝
来
記
念
ミ
サ
、
レ
オ

七
右
衛
門
殉
教
祭
と
シ
ド
テ
ィ

祭
で
も
司
教
司
式
の
「
聖
年
ミ

サ
」
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
 

最
後
に
泉
浩
二
神
父
よ
り
来

年
１
月
20
日
（
月
）
、
21
日

（
火
）
に
予
定
さ
れ
て
い
る
司

祭
大
会
に
つ
い
て
連
絡
が
あ

り
、
午
後
２
時
過
ぎ
に
中
野
司

教
に
よ
る
終
わ
り
の
祈
り
を
も

っ
て
閉
会
し
た
。
（
報
告
・
久

山
元
太
郎
神
学
生
）
 

11
月
29
日
（
金
）
か
ら
12
月

９
日
（
月
）
ま
で
、
鹿
児
島
市

泉
町
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
白
樺
」

で
吉
野
教
会
所
属
の
洋
画
家
、

川
崎
浩
さ
ん
（
83
歳
）
の
個
展

が
開
か
れ
た
。
 

美
術
教
師
だ
っ
た
川
崎
さ
ん

は
郡
山
中
学
校
勤
務
時
代
、
45

歳
の
と
き
吉
野
教
会
で
当
時
主

任
司
祭
だ
っ
た
郡
山
司
教
か
ら

受
洗
し
た
。
き
っ
か
け
は
遠
藤

つ
い
て
「
物
静
か
で
、
家
族
の

た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ

た
父
で
し
た
。
そ
の
た
め
小
さ

い
頃
は
一
緒
に
過
ご
す
時
間
は

少
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
。
私
も
幼
児
洗
礼
で
す

が
、
と
に
か
く
父
は
熱
心
な
信

者
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
終
身

助
祭
に
し
て
頂
い
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
神
さ
ま
と
信
者
の
皆

さ
ん
の
助
け
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
の
日
々
で
し
た
」
と
重
久
助

祭
の
生
き
方
を
振
り
返
っ
て
く

れ
た
。
 

聖
年
や
年
間
行
事
予
定
等
を
確
認
 

12
月
開
催
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
 

こ
の
ひ
と

周
作
と
メ
キ
シ
コ
大
地
震
だ
っ

た
と
い
う
。
受
洗
後
は
ロ
ン
ド

ン
の
日
本
人
学
校
に
勤
務
す
る

な
ど
し
２
０
０
０
年
に
退
職
、

そ
れ
以
後
は
作
品
作
り
に
邁
進

し
て
き
た
。
 

今
回
の
個
展
に
は
「
イ
エ
ス

の
誕
生
」
や
「
エ
ル
サ
レ
ム
入

城
」
な
ど
聖
書
の
世
界
を
描
い

た
作
品
も
数
点
展
示
さ
れ
て
い

た
。
作
品
の
一
つ
「
懺
悔
の
少

女
」
は
洗
礼
名
（
ア
シ
ジ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
）
に
因
ん
だ
ア
シ

ジ
を
訪
れ
た
際
の
風
景
を
描
い

た
も
の
だ
っ
た
。

個
展
を
開
い
た
 

吉
野
の
川
崎
浩
さ
ん

▼
聖
書
週
間
に
聖
書
の
講
座
 

聖
書
週
間
中
（
11
月
17
日
〜

24
日
）
の
23
日
（
土
）
と
24
日

（
日
）
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
（
主

任
司
祭
・
小
隈
神
父
）
で
は
ザ

ベ
リ
オ
宣
教
会
の
フ
ィ
リ
ピ

ニ
・
レ
ナ
ト
神
父
（
大
濠
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
）
を
招
き
、
聖
書

の
講
話
を
実
施
し
た
。
 

受
講
者
た
ち
は
２
日
間
で
３

回
あ
っ
た
講
話
で
福
音
書
の
読

み
方
や
ル
カ
福
音
書
、
使
徒
言

行
録
の
味
わ
い
方
を
熱
心
に
学

ん
だ
。
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の
聖
堂
は
１
９
７
２
年
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
、
11
月
２
日
に

今
は
亡
き
糸
永
真
一
司
教
に
よ

っ
て
祝
別
・
献
堂
さ
れ
た
。
 

そ
れ
か
ら
44
年
が
経
過
し
た

２
０
１
６
年
、
老
朽
化
に
加

え
、
塩
害
に
よ
る
亀
裂
が
聖
堂

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
確
認
さ
れ

た
た
め
、
信
者
た
ち
は
建
て
直

し
を
決
断
し
「
大
笠
利
教
会
建

設
委
員
会
」
を
設
置
、
２
０
１

12
月
８
日
（
日
）
大
笠
利
教

会
（
主
任
司
祭
・
内
野
洋
平
神

父
）
で
は
、
中
野
裕
明
司
教
を

迎
え
て
新
生
な
っ
た
聖
堂
の
献

堂
・
落
成
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。
 

大
天
使
聖
ミ
カ
エ
ル
を
保
護

者
と
す
る
同
教
会
は
奄
美
北
部

に
位
置
し
、
赤
木
名
や
喜
瀬
な

ど
６
箇
所
の
巡
回
教
会
を
持
っ

て
い
る
。
信
徒
数
は
小
教
区
全

体
で
約
５
０
０
。
建
て
直
し
前

１
日
（
水
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア
 

▼
世
界
平
和
の
日
 

５
日
（
日
）
主
の
公
現
 

７
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時
 

11
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

▼
青
年
会
・
教
区
本
部
・
18
時
 

12
日
（
日
）
主
の
洗
礼
 

15
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

18
日
（
土
）
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間
・
〜
25
日
 

19
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日
 

▼
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
会
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
15
時
 

20
日
（
月
）
鹿
児
島
教
区
司
祭
大
会
・
〜
21
日
 

22
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

▼
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

26
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）
 

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）
 

「
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
」
を
呼
び
か
け
る
教
皇
庁
児

童
宣
教
事
業
は
、
幼
子
イ
エ
ス
の
保
護
に
ゆ
だ
ね
た
い
と
の
希

望
か
ら
、
聖
な
る
幼
子
の
会
ま
た
は
幼
子
宣
教
会
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
「
子
ど
も
た
ち
を
助
け
て
い
る
子
ど
も

た
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
献
身
す
る
、
キ
リ
ス
ト
者
の
子
ど
も
た

ち
の
運
動
を
促
進
し
、
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
児
童
宣
教
事
業

の
活
動
の
頂
点
で
あ
る
こ
の
日
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
だ
け
で
な

く
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
祈
り
、
犠
牲
を
さ

さ
げ
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
各
教
会
に
加
え
、
カ

ト
リ
ッ
ク
系
の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
献

金
に
手
紙
や
絵
を
添
え
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
当
日
の
献
金
は

全
世
界
か
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
・
福
音
宣
教
省
に
送
ら
れ
、
世
界

各
地
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

29
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

 【
司
教
日
程
】
８
〜
９
日
常
任
司
教
委
員
会
（
東
京
）
、
15
日
中
野

ア
カ
デ
ミ
ー
、
19
日
志
布
志
教
会
、
20
〜
21
日
司
祭
大
会
、
22
日
中

野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
25
日
鹿
屋
幼
稚
園
、
29
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
 

 祈
り
の
意
向
 

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
 

教
　
　
皇
　
　
教
育
を
受
け
る
権
利
 

日
本
の
教
会
　
聖
年

会

と

催

し

　
１
月

８
年
か
ら
本
格
的
に
建
設
資
金

調
達
を
開
始
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
建
設
資
金
の
調
達
は
、
２

０
２
０
年
頃
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
も
あ

っ
て
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
収
益
も

減
少
し
た
た
め
、
各
地
に
募
金

を
呼
び
か
け
る
な
ど
協
力
を
求

め
て
の
調
達
と
な
っ
た
。
 

苦
労
の
末
建
て
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
新
聖
堂
は
、
斬
新
で

モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
著
名
な

松
山
建
築
設
計
室
に
そ
の
設

計
・
管
理
な
ど
を
依
頼
し
、
２

０
２
４
年
２
月
の
土
地
の
祝
福

式
か
ら
着
工
さ
れ
、
こ
の
献
堂

式
を
迎
え
た
。
 

12
月
８
日
、
午
前
11
時
か
ら

の
式
典
で
は
、
ま
ず
聖
堂
新
築

に
伴
っ
て
こ
ち
ら
も
整
備
さ
れ

た
鐘
楼
が
祝
福
さ
れ
た
。
 

鐘
楼
に
か
か
る
ア
ン
ジ
ェ
ラ

ス
の
鐘
は
、
１
９
２
６
年
に
ア

ヌ
シ
ー
市
（
フ
ラ
ン
ス
）
で
造

ら
れ
た
も
の
で
、
ピ
オ
・
ゲ
ネ

ッ
ト
神
父
が
教
会
創
立
25
周
年

日
時
：
２
０
２
５
年
２
月
１
日

（
土
）
14
時
〜
 

場
所
：
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ

ル
教
会
 

司
式
：
中
野
裕
明
司
教
様
 

小
隈
憲
士
神
父
様
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
様
は
、

「
通
常
聖
年
」
希
望
の
巡
礼
・

平
和
へ
の
道
、
と
宣
言
な
さ
い

ま
し
た
。
 

奉
献
生
活
者
に
は
「
聖
年
へ

の
道
を
歩
む
奉
献
生
活
」
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
促
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
 

①
貧
し
い
人
々
の
叫
び
に
耳
を

傾
け
る
。
 

②
被
造
物
の
管
理
と
保
護
。
 

③
す
べ
て
の
兄
弟
姉
妹
と
連
帯

し
て
、
奉
献
生
活
の
聖
年
を

過
ご
す
よ
う
に
。
 

鹿
児
島
教
区
で
は
、
毎
年
２

月
２
日
（
主
の
奉
献
の
祝
日
）

の
前
後
に
、
教
区
内
の
奉
献
生

活
者
が
集
ま
っ
て
召
命
の
恵
み

を
感
謝
し
な
が
ら
、
新
た
な
召

命
の
恵
み
を
願
い
祈
っ
て
お
り

ま
す
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
も
感
染
症
５
類

に
移
行
し
ま
し
た
の
で
、
教
区

の
皆
さ
ま
方
の
参
加
を
得
て
、

私
た
ち
奉
献
生
活
者
の
た
め
に

祈
っ
て
頂
き
、
ま
た
鹿
児
島
教

区
の
上
に
新
た
に
司
祭
・
修
道

者
の
召
命
の
恵
み
が
豊
か
に
与

え
ら
れ
ま
す
よ
う
共
に
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

当
日
は
ミ
サ
後
、
簡
単
な
茶

べ
よ
。
人
間
の
前
に
は
、
生
と

死
と
が
置
か
れ
て
い
る
。
ど
ち

ら
か
良
い
と
思
う
ほ
う
が
、
人

に
は
与
え
ら
れ
る
」
（
シ
ラ
書

15
・
14
〜
17
）
。
 

霊
操
者
の
前
に
は
常
に
、
キ

リ
ス
ト
の
旗
を
選
ぶ
の
か
、
ル

シ
フ
ァ
ー
の
旗
を
選
ぶ
の
か
と

い
う
選
択
肢
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
 

敵
で
あ
る
悪
霊
は
、
わ
た
し

た
ち
の
霊
の
状
態
を
知
り
尽
く

し
て
い
て
、
鈍
感
な
場
合
は
さ

ら
に
鈍
感
に
、
誘
惑
に
敏
感
な

場
合
は
極
度
に
敏
感
に
し
よ
う

と
攻
撃
し
て
き
ま
す
。
 

小
罪
に
対
し
て
鈍
感
な
霊
魂

に
は
大
罪
に
対
し
て
も
鈍
感
に

さ
せ
、
小
罪
と
大
し
て
変
わ
ら

な
い
感
覚
で
大
罪
を
も
犯
さ
せ

話
会
を
準
備
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
久
し
ぶ
り
に
信
徒
の
皆
さ

ま
方
に
お
会
い
し
て
、
交
わ
り

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆

さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

（
鹿
児
島
教
区
修
道
女
連
盟

シ
ス
タ
ー
一
同
）
 

霊
の
識
別
 

 イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
で
最
も

大
切
な
要
素
の
一
つ
が
「
霊
の

識
別
」
で
あ
り
、
特
に
第
一
週

と
第
二
週
に
お
い
て
必
要
で
、

霊
的
前
進
に
伴
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

識
別
が
異
な
り
ま
す
。
 

私
た
ち
の
、
特
に
霊
操
者
の

心
の
内
に
は
三
つ
の
「
声
」
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
 

ま
ず
一
つ
目
は
自
分
自
身
の

「
声
」
で
あ
り
、
「
自
分
の
自

由
な
望
み
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

で
あ
る
。
他
の
二
つ
の
考
え
は

大
笠
利
に
モ
ダ
ン
な
新
聖
堂
完
成
 

12
月
８
日
、
喜
び
の
う
ち
に
献
堂
式
を
終
え
る

外
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
一
つ

は
善
霊
か
ら
、
一
つ
は
悪
霊
か

ら
来
る
（
霊
操
32
）
」
も
の
で

す
。
 

シ
ラ
書
の
こ
と
ば
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
 

「
主
が
、
初
め
に
人
を
お
造

り
に
な
っ
た
と
き
、
判
断
は
、

彼
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。
欲
す

る
な
ら
ば
、
お
前
は
戒
め
を
守

り
、
喜
ん
で
、
忠
実
に
そ
れ
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
主

は
、
お
前
に
向
か
っ
て
、
火
と

水
と
を
置
か
れ
た
。
ど
ち
ら
か

欲
し
い
ほ
う
に
、
手
を
差
し
伸

に
、
カ
ナ
ダ
の
両
親
や
諸
外
国

の
信
者
の
寄
付
を
も
と
に
取
り

寄
せ
た
も
の
。
戦
時
中
に
競
売

に
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
鐘
だ

が
、
縁
あ
っ
て
１
９
８
６
年
に

大
笠
利
教
会
に
戻
っ
て
き
た
。

以
来
、
38
年
間
平
和
を
告
げ
る

鐘
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
 

鐘
と
鐘
楼
の
祝
福
の
あ
と
は

採
光
見
事
な
聖
堂
内
で
献
堂
の

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
新
聖

堂
は
収
容
人
員
１
３
０
、
前
聖

堂
の
３
分
の
２
ほ
ど
の
広
さ
と

の
こ
と
だ
が
、
現
代
的
な
デ
ザ

イ
ン
な
が
ら
祈
る
た
め
の
落
ち

着
い
た
空
間
で
満
ち
て
い
る
。

尚
、
こ
の
日
の
ミ
サ
に
は
沖
縄

か
ら
押
川
名
誉
司
教
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。

る
よ
う
に
仕
向
け
、
大
罪
の
状

態
が
当
た
り
前
と
な
る
ほ
ど
霊

魂
を
鈍
感
に
さ
せ
ま
す
。
 

一
方
で
、
罪
に
対
し
て
敏
感

な
霊
魂
に
は
、
罪
で
は
な
い
よ

う
な
さ
さ
い
な
思
い
、
言
葉
、

行
い
の
う
ち
に
も
罪
が
あ
る
と

考
え
こ
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す

（
霊
操
３
４
９
）
。
後
者
は
、

「
霊
操
」
で
は
「
疑
悩
」
と
も

呼
ば
れ
、
し
ば
ら
く
の
間
は
霊

的
成
長
に
大
き
な
利
益
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
罪
と
思
え
る
す
べ

て
の
自
分
自
身
の
思
い
、
考

え
、
言
葉
に
対
し
て
敏
感
に
な

り
、
ど
ん
な
小
さ
な
罪
か
ら
も

離
れ
よ
う
と
霊
魂
を
清
め
る
か

ら
で
す
（
霊
操
３
４
８
）
。
 

し
か
し
、
そ
れ
が
悪
霊
に
よ

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
⑲
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　
貴
島
丈
弥

奉
献
生
活
者
と
共
に
さ
さ
げ
る
ミ
サ
の
ご
案
内

る
指
導
で
あ
る
以
上
、
悪
い
結

果
へ
と
導
か
れ
て
い
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
悪
霊
は
、
人

を
不
信
や
不
安
へ
と
誘
い
込
み

ま
す
（
霊
操
３
１
７
〜
３
１

８
）
。
 

そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
を
裁
く

よ
う
に
な
っ
た
り
、
極
度
に
不

安
や
恐
れ
に
か
ら
れ
た
り
と
、

結
局
前
よ
り
悪
い
状
態
へ
と
落

ち
込
ん
で
い
く
場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
霊
の
識
別
に
は
、
霊

の
働
き
に
よ
く
通
じ
て
い
る

人
、
つ
ま
り
良
い
同
伴
者
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
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カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
で
は
11
月

13
日
（
水
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

火
山
噴
火
緊
急
支
援
と
し
て
レ

デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
母
間
修
道
院

を
通
じ
て
50
万
円
を
、
ま
た
カ

ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
に
「
の

と
地
震
支
援
」
と
し
て
１
０
０

万
円
を
送
金
し
た
。

教会の外観㊤ と献堂式㊦

報
告
 カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
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か
ら
の
５
人
が
参
加
し
た
。
他

教
区
か
ら
の
参
加
は
４
人
だ
っ

た
。
 

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
地
元
の
方
々
の
参

加
が
多
く
、
親
子
で
参
加
さ
れ

る
人
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
 

会
場
で
は
屋
久
島
教
会
の
建

物
の
裏
側
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
、
中
央
に
参
加
者
が
座
る
た

め
の
椅
子
が
多
数
並
べ
ら
れ
、

そ
の
周
り
を
出
店
の
テ
ン
ト
が

囲
み
、
小
物
や
お
弁
当
な
ど
が

販
売
さ
れ
て
い
た
。
 

シ
ド
ッ
テ
ィ
祭
の
は
じ
め
に

『
密
行
　
最
後
の
伴
天
連
シ
ド

ッ
テ
ィ
』
の
著
者
で
、
Ｎ
Ｐ
О

法
人
や
く
し
ま
未
来
工
房
理
事

長
の
古
居
智
子
さ
ん
が
今
回
の

シ
ド
ッ
チ
祭
の
趣
旨
説
明
を
さ

２
０
２
４
年
11
月
23
日

（
土
）
、
午
前
９
時
半
よ
り
午

後
２
時
半
ま
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

屋
久
島
教
会
に
て
、
今
年
で
39

回
目
を
迎
え
た
「
シ
ド
ッ
テ
ィ

神
父
の
上
陸
記
念
祭
」
が
開
催

さ
れ
た
。
シ
ド
ッ
テ
ィ
祭
は
約

40
年
前
、
屋
久
島
町
（
当
時
は

屋
久
町
）
の
主
催
で
始

め
ら
れ
た
。
そ
の
数
年

後
か
ら
は
鹿
児
島
教
区

と
屋
久
島
町
と
で
交
互

に
主
催
し
て
き
た
が
、

今
回
は
初
め
て
Ｎ
Ｐ
О

法
人
や
く
し
ま
未
来
工

房
の
主
催
で
行
わ
れ

た
。
 

鹿
児
島
教
区
か
ら

は
、
中
野
裕
明
司
教
、

霧
島
彬
神
父
、
鈴
木
康

由
神
父
を
は
じ
め
屋
久

島
教
会
の
信
徒
３
人
、

種
子
島
教
会
の
シ
ス
タ

ー
２
人
（
マ
リ
ア
の
宣

教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修

道
会
）
、
他
の
小
教
区

今
回
こ
ん
か
い

は
ゆ
る
し

の
秘
跡

ひ
せ
き

の
こ
と
を

考か
ん
が

え
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

ゆ
る
し
の
秘
跡

と
は
洗
礼

せ
ん
れ
い

を
受う

け

た
後あ

と

に
犯お
か

し
た
罪つ
み

を
赦ゆ
る

し
て
も
ら
う
秘

跡
で
す
。
罪
が
赦
さ
れ
る
た
め
に
は
良
心

り
ょ
う
し
ん

の
糾
明
き
ゅ
う
め
い
、
痛
悔
つ
う
か
い

、
告
白
こ
く
は
く

、
赦
し
、
償
つ
ぐ
な
い
の

五
つ
が
必
要

ひ
つ
よ
う

で
あ
り
、
ど
れ
を
欠か

く
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
罪
の
赦
し
を
得え

る
た
め
に
一い
ち

番ば
ん

重
要
じ
ゅ
う
よ
うな
こ
と
は
痛
悔
で
す
。
犯
し
た
罪
を

悔く

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
再
ふ
た
た
び
罪
を
犯
さ
な

い
と
堅か

た

く
決
心
け
っ
し
ん

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
難

む
ず
か
し
い
言
葉
こ
と
ば

で
遷
善
 （
せ
ん
ぜ
ん
）

の
決
心
と
言い

い
ま
す
。
 

ゆ
る
し
の
秘
跡
を
通つ
う

じ
て
罪
が
完
全
か
ん
ぜ
ん

に
赦

さ
れ
る
た
め
に
は
償
い
が
必
要
で
す
。
こ
の

償
い
は
告
解
室

こ
っ
か
い
し
つ

を
出で

て
直す

ぐ
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
 ゆ
る
し
の
秘
跡
を
受

け
る
人
々

ひ
と
び
と

の
痛
悔
が
本
物

ほ
ん
も
の

で
あ
れ
ば
、
愛あ

い

そ

の
も
の
で
あ
る
神
様

か
み
さ
ま

に
償
い
を
果は

た
す
心
こ
こ
ろ
の

用
意

よ
う
い

も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
も
し
償
い

を
忘わ
す

れ
た
の
な
ら
、
そ
の
ゆ
る
し
の
秘
跡
は

言
わ
ば
未
完
了

み
か
ん
り
ょ
う

な
の
で
す
か
ら
日ひ

が
経た

っ
て

い
る
と
し
て
も
そ
れ
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
意
図
的

い
と
て
き

に
果
た
さ
な
か
っ

た
と
し
た
の
な
ら
、
次つ

ぎ

の
ゆ
る
し
の
秘
跡
の

時と
き

に
そ
れ
を
告
白
し
ま
し
ょ
う
。
 

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は「
免
償
め
ん
し
ょ
う
」と
い
う
言こ
と

葉ば

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
免

償
と
は
赦
さ
れ
た
罪
に
相
当

そ
う
と
う

す
る
有
限

ゆ
う
げ
ん

の
罰ば

つ

を
教
会

き
ょ
う
か
い
が
赦
す
こ
と
で
す
。
こ
の
免
償
と
免め
ん

罪ざ
い

は
ま
っ
た
く
異こ

と

な
り
ま
す
。
ゆ
る
し
の
秘

跡
で
は
赦
さ
れ
た
罪
に
は
償
い
と
し
て
の
 

「
罰
」
 が
科か

せ
ら
れ
ま
す
。
 こ
の
罰
を
 

「
教
会
」
 が
赦
す
こ
と
、
つ
ま
り
「
し
な

く
て
も
い
い
」
と
す
る
こ
と
が
免
償
で

す
。少す

こ

し
前ま
え

の
世
界
史

せ
か
い
し

の
教
科
書

き
ょ
う
か
し
ょ

で
は「
教
会

が
免
罪
符

め
ん
ざ
い
ふ

を
発
行
は
っ
こ
う

し
た
」
と
い
っ
た
こ
と
が

書か

か
れ
て
い
ま
し
た
。
教
会
が
発
行
し
た
の

は
免
償
符
で
あ
り
免
罪
符
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
教
会
に
つ
い
て
の
理
解

り
か
い

が
欠か

け
て
い
る

と
大
事

だ
い
じ

な
点て
ん

を
誤
解
ご
か
い

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

ゆ
る
し
の
秘
跡
に
つ
い
て

要　　理

親
子
の

れ
た
。
古
居
さ
ん
に
よ
る
と

「
こ
れ
ま
で
毎
年
、
記
念
碑

（
屋
久
島
教
会
か
ら
海
岸
に
向

か
っ
て
徒
歩
で
数
分
下
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
）
前
広
場
で
催
し

を
し
て
い
た
が
、
今
回
は
子
供

た
ち
、
町
の
人
た
ち
み
ん
な
が

楽
し
め
る
よ
う
な
催
し
を
目
指

し
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
 

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
来

賓
挨
拶
、
人
形
劇
「
海
を
わ
た

っ
て
き
た
サ
ム
ラ
イ
」
の
上

演
、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
屋
久

島
の
植
物
と
里
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
の
お
話
、
ジ
ャ
ン
ベ
演
奏

屋
久
島
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
上
陸
記
念
祭
 

教
区
神
学
生
　
久

山

元

太

郎

の
つ
な
が
っ
た
母
や
兄
へ
の
情

と
い
う
も
の
は
あ
る
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
ロ
ー
マ
教
皇
の
命

じ
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が

優
先
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
返

事
を
し
た
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
中
野
司
教
は
、
こ
れ
は
信

仰
者
の
態
度
だ
が
、
日
本
で
は

理
解
さ
れ
な
い
考
え
方
で
あ
っ

て
、
宣
教
の
壁
に
な
っ
て
い
る

と
課
題
を
提
示
さ
れ
た
。
 

翌
日
の
11
月
24
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
は
屋
久
島
教
会
で

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日
の

ミ
サ
が
あ
り
、
中
野
司
教
が
司

式
さ
れ
た
。
参
加
者
は
10
人
程

だ
っ
た
。
中
野
司
教
は
説
教
の

中
で
、
世
の
終
わ
り
に
私
た
ち

を
裁
く
方
は
全
能
の
神
で
は
な

く
、
か
つ
て
ピ
ラ
ト
に
よ
っ
て

裁
か
れ
た
「
人
の
子
」
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
。
 

尚
、
こ
の
日
の
午
前
中
、
中

野
司
教
は
屋
久
島
教
会
の
高
齢

の
信
徒
夫
婦
宅
を
訪
れ
、
お
二

人
に
ご
聖
体
を
授
与
さ
れ
た
。
 

（
太
鼓
と
踊
り
）
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
っ
た
。
特
に
人
形

劇
は
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
が
屋
久

島
に
上
陸
し
た
時
の
一
人
の
島

民
と
の
出
会
い
が
描
か
れ
て
お

り
、
ま
た
人
形
の
動
き
に
し
て

も
背
景
の
絵
に
し
て
も
、
き
め

細
か
く
作
ら
れ
て
い
て
、
見
ご

た
え
の
あ
る
作
品
だ
っ
た
。
 

中
野
司
教
は
午
前
中
に
あ
っ

た
挨
拶
の
中
で
、
１
９
８
１
年

か
ら
１
９
９
８
年
ま
で
屋
久
島

に
在
住
し
た
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会

の
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
神
父
（
イ
タ

リ
ア
出
身
）
の
シ
ド
ッ
テ
ィ
神

父
へ
の
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
神
父
が
『
西
洋
紀

聞
』
を
イ
タ
リ
ア
語
に
訳
し
た

こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
に

つ
い
て
は
、
教
皇
庁
か
ら
派
遣

さ
れ
た
高
位
聖
職
者
だ
っ
た
こ

と
や
「
禁
教
下
の
日
本
だ
っ
た

が
、
ち
ゃ
ん
と
キ
リ
ス
ト
教
に

つ
い
て
説
明
す
れ
ば
理
解
し
て

も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
考
え
日
本

に
来
た
」
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
 

種
子
島
教
会
主
任
で
屋
久
島

教
会
の
担
当
司
祭
で
あ
る
鈴
木

神
父
は
終
わ
り
の
挨
拶
で
参
加

者
に
「
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
は
日

本
に
来
て
後
悔
し
た
と
思
い
ま

す
か
？
」
と
問
い
か
け
、
信
仰

の
た
め
に
す
べ
て
を
捨
て
る
こ

と
の
意
義
を
語
っ
た
。
 

シ
ド
ッ
テ
ィ
祭
の
イ
ベ
ン
ト

の
部
分
が
終
わ
っ
た
後
、
午
後

３
時
か
ら
は
屋
久
島
教
会
で
、

中
野
司
教
司
式
、
霧
島
神
父
、

鈴
木
神
父
の
共
同
司
式
で
ミ
サ

が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
信
者
で
な

い
参
列
者
は
全
部
で
20
人
ほ
ど

だ
っ
た
。
 

中
野
司
教
は
説
教
の
中
で
、

新
井
白
石
に
よ
る
シ
ド
ッ
テ
ィ

神
父
尋
問
の
一
幕
を
紹
介
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
新
井
白
石

は
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
に
「
危
険

を
冒
し
て
日
本
に
来
る
こ
と
で

年
取
っ
た
母
や
兄
を
悲
し
ま
せ

る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
何
と
も

思
わ
な
い
の
か
と
言
っ
た
」
と

の
こ
と
。
そ
れ
に
対
し
て
シ
ド

ッ
テ
ィ
神
父
は
「
自
分
に
は
血

今
年
は
初
め
て
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
や
く
し
ま
未
来

工
房
」
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
と
一
緒
に
シ
ド
ッ
テ
ィ

祭
を
実
施
し
祝
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は

シ
ド
ッ
テ
ィ
の
心
、
信
仰
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め

よ
う
。
 

シ
ド
ッ
テ
ィ
の
特
徴
は
「
遣
わ
さ
れ
た
」
こ

と
。
彼
は
教
皇
の
代
理
と
し
て
、
最
後
の
宣
教
師

の
活
動
か
ら
70
年
余
り
過
ぎ
た
日
本
の
信
者
の
た

め
に
遣
わ
さ
れ
た
。
モ
ー
セ
が
迫
害
に
苦
し
む
イ

ス
ラ
エ
ル
の
民
の
救
い
の
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
こ

と
と
重
な
る
。
 

シ
ド
ッ
テ
ィ
の
熱
意
と
同
様
に
、
彼
が
日
本
で

出
会
っ
た
困
難
に
も
目
を
向
け
よ
う
。
特
に
儒

教
・
朱
子
学
の
発
想
を
も
つ
新
井
白
石
と
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信

仰
を
土
台
と
す
る
シ
ド
ッ
テ
ィ
の
相
互
理
解
の
難
し
さ
は
、
現

代
の
日
本
で
の
宣
教
の
困
難
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
親

子
の
孝
愛
に
信
仰
を
優
先
さ
せ
る
シ
ド
ッ
テ
ィ
の
姿
勢
は
白
石

に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
シ
ド
ッ
テ
ィ
と
白
石
の

間
に
相
互
に
芽
生
え
た
尊
敬
の
心
は
、
困
難
の
中
に
あ
っ
て
も

共
に
歩
む
こ
と
を
通
し
て
、
信
者
で
な
い
人
々
と
の
協
力
関
係

の
中
で
福
音
を
広
め
て
い
く
「
現
代
の
宣
教
」
の
姿
を
現
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

シドッティ祭ミサでの 
中野司教説教（要旨）

ジャンベの演奏


